


魚津から泊へ通勤している。毎日、黒部の大扇状地を朝夕一回ずつ横断

する 。広い穀倉地帯のその彼方に北アノレプスの山なみがうち並ぶ。
しろ今まだけ ゆき

天に向かつて肩 をそびやかすのが白馬岳。 その左へ、牛が寝たような雪
やりがだけ かえ 句ずだけ から まっ

釜吾、さらに左の大入道が朝日岳。白馬岳の右へは鑓ヶ岳、不帰岳、唐松

岳とつづいて、天を刺す鋭いピークが五竜岳、その右の双耳峰が鹿島槍ヶ

岳 。

富山県内どこでも、富山市はもとより、永見でも砺波でもほとんど同じ

ように立山連峰をうち仰くや。だが、ここ黒部扇状地からのときはちがう 。

立山も剣岳も薬師岳も見えず、連なる山なみは白馬連山や後立 山の峰々な

のだ。連峰景観という面からすれば、

そのことを声高に言 いたてる者もなく、

峰だと思っている。先日、入善町に数々の施設 を誇 る町民会館が落成した。

それを紹介する NHKのアナウンサーもそうだった。 r背後に広大な田園

地帯が広がり、 その向こうに3000メートノレ級の立 山連峰がそびえ ・・・・・・」

ここは独立国なのだ。

うかつな人はこれもまた立山連

と

エ
ッ
セ
イ

白
馬
連
山
と
後
立
山

登

山

家

佐

伯

邦

夫
電波にのって全国津々浦々まてや流れたにしては、

も多いということだ。

あるいは立 山、後立山

つ きまぜて 、立山。

ぶのは、それで一つの合

そう思うようにな ったのも、泊へ通うように

山岳を、

く区別する人もあれば、

山はなべて「立山」、ある

いは「立山連峰」として

少しもさしっかえない人

L、ちし、ち細か

f可ひとつi昆舌しらしきもの

も生じなかった。つまり

はこれはどうでもし寸、こ

とよ

となのかも知れない 。

理性があるのかも知れない。

していたカ3 らfご。

このまちがし、が、fごカ言、

第

3
回
現
代
芸
術
祭
「
ミ
口
の
世
界
」

ズアヅプf

ぬ

弘
、
aa

1・

今日 一般

には北アノレプスの黒部川右岸の山なみ全体を指している 。 それにしても、

この名称はどんなものだろうか。 、日本。 と言わず 、中国の束。 といい、

、富山。のかわりに、西長野。 と言 うに似て、いかにも屈辱的ではないか

古くは鹿島槍ヶ岳一座を指したらしいが、

なってから fご。

後立山というのは、

一一ー と思、ってきたものfご。

だが、それはちがう 。 、後立山かというのは 、立山の後。 という意味で

はない。 それは富 山を視座 とするときの感覚て¥黒部の川を中心に考える

なら、右立山、左立 山ぐらいの、単に位置どりを言 うに過ぎない言葉のよ

うに思われる 。

黒部の川に立っ て山を仰くや。右手が立 山連峰の続きの僧ヶ岳周辺の山々。

左手が後立山と白馬連山の白い大扉風。富山から立山を仰?ときとはまた

少し異った、黒部という母なる )11と、それをめ十る豊かな山に抱かれであ

るよろこびをかみしめるのである 。

二
十
世
紀
美
術
の
巨
匠
ジ

ヨ
ア
ン
・
ミ
口
、
こ
の
回

顧
展
が
近
代
美
術
館
で
開
催
中
で
す
。

ミ
口
は
、

一
八
九
三
年
ス
ペ
イ
ン
の
力
タ
口
二
ア
地

方
の
生
ま
れ
。
二
十
六
歳
の
時
、

初
め
て
パ
リ
に
出
て、

シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ズ
ム
運
動
と
か
か
わ
り
な
が
ら
、
故
郷

力
タ
口
二
ア
の
風
土
に
根
ざ
す
、

明
る
く
天
真
ら
ん
ま

ん
で
詩
情
あ
ふ
れ
る
色
と
形
の
世
界
を
生
み
出
し
ま
し

た
。そ

し
て
、
こ
の
ス
ペ
イ
ン
の
画
家
を
世
界
で
最
も
早

く
発
見
し
た
の
が
、
富
山
県
出
身
の
シ

ュ
ー
ル
レ

ア
リ

ズ
ム
の
詩
人
、
瀧
口
修
造
で
す
。一

九
六
六
年
、
ミ
口

が
初
め
て
来
日
し
た
折
リ
、
瀧
口
修
造
は
二
六
年
前
に

出
版
し
た
著
作

『
三
口
』
を
こ
の
巨
匠
に
手
渡
し
て
い

ま
す
。

三
口
の
画
面
に
表
出
さ
れ
る
不
定
形
の
フ
ォ

ル
ム
は
、

も
っ
と
も
根
源
的
な
形
態
を
示
し
、
そ
こ
に
は
ミ
口
自

ら
に
内
在
す
る
す
べ
て
の
も
の
が
表
出
さ
れ
て
い
る
と

言
わ
れ
ま
す
。
こ
の
展
覧
会
で
は
、
こ
う
し
た
ミ
口
の

造
形
世
界
か
ら、

油
彩

・
水
彩

・
素
描
・
版
画
・
彫
刻
・

タ
ビ
ス
リ
ー
を
と
リ
あ
げ
、
主
要
作
品

一
五
O
点
余
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

巨
匠
ミ

口
の
世
界
に
触
れ
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
、
会

期
は
八
月
二
十
四
日
ま
で
、

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。



ヅプ2

六
月
十
三
日
(
金
)
か
ら
十
五
日
(
日
)

三
日
間
「
い

き
い
き
富
山
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
部
」
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ

ン
ト
の

一
つ
、
「
い
い
人
い
い
味
い
き
い
き
富
山
観
光

と
物
産
ま
つ
リ
」
が
テ
ク
ノ
ホ
ー
ル
て
聞
か
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
県
内
の
ミ
ス
十

四
人
が
く
す
玉
を
割
っ
た
後
、
富
山
駅
、
西
武
前
、
空

港
へ
と
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
繰
リ
出
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
市
、
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
越
中

茶
屋
コ
ー
ナ
ー
、
お
祭
リ
紹
介
コ
ー
ナ
ー
な
ど
た
く
さ

ん
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、

三
日
間
で
延
べ
十

一
万

人
の
人
々
が
訪
れ
、
見
て
、
聞
い
て
、
食
べ
て
、
触
れ

て
、
富
山
を
再
発
見
し
ま
し
た
。

4
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

い
い
人
い

い
を
い
き
宮
山

特
産
品
展
示
即
売
コ
ー
ナ
ー

県
内
各
市
町
村
か
ら
約
三
千
の
特
産
品
が
出
品
さ
れ

ま
し
た
。
人
気
を
呼
ん
だ
の
は
食
料
品
で
、
茶
、
す
し
、

し
い
た
け
、
そ
ぱ
、
山
菜
、
と
う
ふ
な
ど
の
実
演
や
試

食
、
料
理
法
の
P
R
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
価
よ
リ
か

な
り
安
く
、
訪
れ
た
人
々
は
大
喜
び
。
特
に
せ
ん
ぺ
い
、

ま
ん
じ
ゅ
う
、
も
ち
、
最
中
な
ど
の
菓
子
類
は
大
好
評

で
、
売
リ
切
れ
も
続
出
し
ま
レ
た
。

ま
た
、
民
芸
品
も
に
ぎ
や
か
に
飾
ら
れ
、
立
山
ひ
ょ

う
た
ん
、
こ
け
し
、
焼
物
、
花
笠
な
ど
思
わ
ず
手
に
取

っ
て
み
た
く
な
る
も
の
ば
か
リ
。
城
山
焼
で
は
、
絵
付

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
子
供
達
は
筆
を
手
に
思
い
思

い
の
絵
を
描
い
て
い
ま
し
た
。

V外には市場が

4
五
箇
山
と
う
ふ

地
酒
コ
ー
ナ
ー

富
山
の
米
と
水
か
ら
生
ま
れ
た
地
酒
三
十
二
点
が
勢

ぞ
ろ
い
し
、
試
飲
も
行
わ
れ
、
あ
た
リ
に
は
ほ
ろ
酔
い

気
分
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
美
容
や
健
康
、
料

理
に
と
酒
の
新
し
い
利
用
法
や
効
用
を
P
R
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
も
配
ら
れ
ま
し
た
。

近
く
に
は
、
鯛

・
鶴

・
亀
な
ど
を
型
ど
っ
た
色
鮮
や

か
な
装
飾
か
ま
ぼ
こ
や
す
し
か
ま
ぼ
こ
、
ほ
た
る
い
か

の
塩
辛
な
ど
富
山
湾
の
珍
味
も
並
べ
ら
れ
、
左
党
の
視

線
を
集
め
て
い
ま
し
た
。V地酒コーナー

骨骨空間時i

2 

‘
菓
子
は
大
人
気

4
『
ス
ゲ
笠

郷
土
芸
能
紹
介

コ
ー
ナ
ー

一… _1IOiiI・
一… -

，ν. 
---~ --~ ~一.

・~~

4

司
和
紙

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
越
中
夜
高
太
鼓
保
存
会
、
む
ぎ
や

節
保
存
会
、
新
川
古
代
神
保
存
会
な
ど
の
諸
団
体
や
、

県
内
出
身
の
民
謡
歌
手
長
岡
す
み
子
さ
ん
、
山
本
金
平

さ
ん
ら
に
よ
る
民
謡

・
民
舞
の
競
演
が
行
わ
れ
ま
レ
た
。

客
席
で
は
親
子
連
れ
な
ど
が
、
ほ
た
る
い
か
の
入
っ
た

ほ
た
る
う
ど
ん
や
蛸
め
し
な
ど
富
山
の
味
に
舌
鼓
を
打

ち
な
が
ら
郷
土
芸
能
を
楽
レ
ん
で
い
ま
し
た
。

3 

伝
統
的
工
芸
品
展

同
時
に
、
第
九
回
富
山
県
伝
統
的
工
芸
品
展
も
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
高
岡
銅
器
、
井
波
木
彫
、
魚
津
漆
器
、

庄
川
挽
物
、
和
紙
な
ど
の
見
事
な
出
来
栄
え
に
、
た
め

息
が
も
れ
て
い
ま
し
た
。
盆
や
獅
子
頭
、
欄
間
彫
な
ど

の
実
演
も
行
わ
れ
、
巧
み
な
手
さ
ば
き
に
取
リ
囲
ん
だ

人
々
は
時
の
た
つ
の
も
忘
れ
て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

セ
ラ
ミ
ッ
ク
を
利
用
し
た
魚
津
塗
の
コ
ー
ス
タ
ー
な

ど
、
伝
統
の
中
に
先
端
技
術
を
取
リ
入
れ
た
も
の
も
見

ら
れ
、
富
山
の
工
芸
品
に
も
新
風
が
吹
い
て
い
ま
し
た
。

技
術
向
上
の
励
み
に
と
、
若
手
従
事
者
を
対
象
と
し

た
コ
ン
ク
ー
ル
も
行
わ
れ
、
高
岡
銅
器
の
大
野
博
司
さ

ん
が
県
知
事
貨
を
受
賞
し
た
他
、
十
四
名
の
方
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
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土
砂
災
害
に
御
用
心

j

土
砂
災
害
防
止
月
間

集
水
井
工

一
こ
こ
に
地
下
水
を
集

め
ま
す
。

横ボーリングエ:ここから地

下水を抜き

ます。

六
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す
。
毎
年
梅
雨
ど
き

に
は
、
土
石
流
、

地
す
ベ
リ
、
が
け
崩
れ
な
ど
の
土
砂

災
害
が
発
生
し
や
す
く
、
こ
れ
ま
で
に
も
大
き
な
災
害

が
繰
リ
返
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

特
に
富
山
県
は
、

三
百
九
十

一
か
所
、
約

一
万
七
千

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
地
す
ベ
リ
危
険
箇
所
が
あ
リ
、
全
国
的

に
も
土
砂
災
害
発
生
の
危
険
筒
所
が
多
い
県
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
期
間
中
県
内
て
は
、
土
砂
災
害
の
恐
ろ
し
さ
、

さ
ら
に
は
、
防
災
設
備
の
充
実

・
強
化
の
必
要
性
を
広

く
認
識
し
て
い
た
だ
く
た
め
見
学
会
、
パ
ネ
ル
展
、
危

険
箇
所
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
レ

た
。六

月
七
日
に
は
、
平
村
の
緑
の
少
年
団
の
団
員
約
八

十
人
が
村
内
の
相
倉

・
見
座
地
区
の
土
砂
災
害
防
止
施

設
の
見
学
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
地
区
は
、
堆
積
岩
の
上
に
土
石
流
や
斜
面
崩
壊

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
崩
積
土
が
厚
く
堆
積
し
て
い
ま
す
。

こ
の
崩
積
土
は
、
庄
川
の
浸
蝕
や
雪
解
け
水
の
増
加
に

よ
っ
て
地
す
ベ
リ
を
お
こ
す
こ
と
が
あ
リ
、
こ
の
タ
イ

プ
の
地
す
ベ
リ
は
、
崩
積
土
地
す
ベ
リ
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

小
雨
の
降
る
中
、
団
員
た
ち
は
、
こ
う
し
た
地
す
ベ

リ
を
防
止
す
る
た
め
の
横
ボ
ー
リ
ン
グ
工
(
直
径
約
七

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
三
十
i
六
十
メ
ー
ト
ル
の
地

下
水
を
抜
く
た
め
の
横
穴
)
や
集
水
井
工
(
直
径
三
l

四
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
二
十
1
三
十
メ
ー
ト
ル
の
地
下
水

を
集
め
る
縦
穴
)
な
ど
の
設
備
を
見
て
回
リ
、
そ
の
後
、

研
修
室
で
土
砂
災
害
の
お
こ
る
し
く
み
、
ま
た
そ
れ
を

防
ぐ
た
め
の
工
事
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
詳
レ
い
話
を

聞
き
ま
し
た
。

ま
た
、
六
月
六
日
か
ら
十

一
日
の
問
、
富
山
西
武
デ

パ
ー
ト
内
で
災
害
防
止
事
業
紹
介
パ
ネ
ル
展
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

会
場
に
は
、
県
内
の
土
砂
災
害
の
状
況
を
紹
介
す
る

写
真
パ
ネ
ル
や
、
小

・
中
学
生
に
よ
る
土
砂
災
害
防
止

ポ
ス
タ
ー
が
展
示
さ
れ
、
買
物
途
中
の
お
客
さ
ん
た
ち

が
、
熱
心
に
足
を
止
め
て
い
ま
し
た
。

西武デパートでのパネル展

※
常
願
寺
川
上
流
の
砂
防
事
業
の
現
状
を
実
際
に
見
て

い
た
だ
く
た
め
、
建
設
省
立
山
砂
防
工
事
事
務
所
管
内

の
見
学
会
を
次
の
と
お
リ
行
い
ま
す
、

詳
し
く
は
、
富
山
市
清
水
元
町

一
番
二
O
五

号

神

樹
ビ
ル
二
階
(
社
)
北
陸
建
設
弘
済
会
(
2
0
七
六
四

・

二
三

・
八
五
六

一
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

( 有 峰 真 川 林 道 経 由 ) 一 立 山 砂 防 ー 県 庁 前
パス 17時00分 18時10分

(パス約2時間30分、徒歩約1時間30分)

建設省立山砂防工事事務所管内見学

見学コース

県庁前一一立山砂防一一水谷平一一現場見学一一
7時30分 8時40分 軌 道 パス、徒歩

(2時間) (鳶山崩壊地)

4 

予備日

7月25日(金)

8月 8日(針

8月22日(金)

9月12日(金)

9月26日(針

実施日 申し込み締切日

7月23日(榊 7月12日出

8月 6日(樹 7月 19日出

8 月 20 日 ~N 8月 9日出

9 月 10 日 ~N 8月30日出

9 月 24 日 ~N 9月13日比)

5 

年間計画:

第 1回

第2回

第3回

第 4回

第 5回



第
十
六
回
明
日
を
拓
く
青
年
の
翼
及
び
第
六
回
豊
か

な
郷
土
を
拓
く
婦
人
の
翼
の
団
員
等
総
勢
百
三
十
四
名

は
、
十
三
日
間
に
わ
た
る
派
遣
国
(
力
ナ
ダ
及
び
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
)
で
の
日
程
を
無
事
終
了
し
、
五
月
二
十

六
日
帰
県
し
ま
し
た
。

両
国
と
も
、
訪
問
国
の
い
た
る
所
て
心
暖
ま
る
歓
迎

を
う
け
ま
し
た
。
特
に
力
ナ
グ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
家
庭

で
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
親
日
的
な
応
対
に
感
激
し
、

国
際
社
会
に
お
い
て
、
日
本
が
大
き
く
期
待
さ
れ
て
い

る
実
情
を
肌
で
感
じ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
一

方、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
は
、
貿
易
摩
擦
を
は
じ
め

と
し
た
日
米
経
済
関
係
の
難
し
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
派
遣
で
は
、
パ
ン
ク
|
パ
l
E
X
P
O

W
ジ
ャ
パ
ン
シ
ア
タ
ー
で
団
員
の
企
画

・
進
行
に
よ
る

郷
土
民
謡
、
尺
八
演
奏
を
披
露
す
る
な
ど
、
自
主
的
活

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

現
地
で
は
、
ブ
リ
テ
ツ
シ
ュ

・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
政
府

等
の
表
敬
訪
問
を
は
じ
め
、
婦
人
問
題
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
産
業

・
教
育

・
福
祉

・
農
業
な
ど
の
研
修
課

題
に
そ
っ
た
施
設
訪
問
や
交
流
交
歓
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
が
友
好
を
深
め
、
豊
か

な
国
際
感
覚
を
養
い
、
国
境
に
と

ら
わ
れ
な
い
友
情
を
育
み
ま
し
た
。

古
今
後
、
こ
れ
ら
の
貴
重
な
体
験

を
積
ん
だ
団
員
は
、
国
際
感
覚
豊

か
な
中
堅
青
年
あ
る
い
は
婦
人
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
郷
土
富
山
県
の
発

展
に
寄
与
し
て
く
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
現
地
で
の
活
動
を

団
員
の
レ
ポ
ー
ト
て

一
部
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

の
豊
か
が

宕
築
く
た
め

山
県
青
年
・
婦
人
海
外
派
遣
実
施

ビ
ッ
グ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
賦
験
所
視
察

青

年

の

翼

長

山

佳

紀

一
九

一
二
年
に
創
設
さ
れ
た
試
験
所
で
農
民
の
資
金

で
運
営
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
試
験
所
の
二
つ
の
大
き
な

意
味
は
、

一
つ
は
新
し
い
品
種
作
リ
、

二
つ
め
は
良
い

品
種
作
リ
の
こ
の
大
き
な
目
的
が
あ
る
。

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
リ
の
籾
の
収
量
は
約
八
千
キ
ロ
あ

る
。
ケ
タ
違
い
だ
。

雇
用
機
会
平
等
委
員
会

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
地
区
事
務
所橋

森
悦
子

お
訪
ね
し
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
地
区
事
務
所
の
よ

う
な
窓
口
は
全
米
で
幻
か
所
あ
る
。
各
オ
フ
ィ
ス
で
は

弁
護
士

・
調
査
官
等
ス
タ
ッ
フ
6
1
9
人
が
働
い
て
い

る
。

婦
人
の
翼

米
国
の
公
民
権
法
て
は
、
人
権
、

宗
教
、
男
女
の
性

別
等
に
よ
る
雇
用
の
差
別
禁
止
が
う
た
わ
れ
、
こ
の
委

員
会
は
違
法
な
雇
用
慣
行
を
防
止
す
る
機
関
で
あ
る
。

違
法
な
雇
用
慣
行
を
、
調
査
し
、
裁
判
に
訴
え
る
ま
で

の
過
程
を
具
体
的
に
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
た
い
へ
ん

有
意
義
な
研
修
で
あ
っ
た
。

ジ
ャ
パ
ン
シ
ア
タ
ー
に
出
演

田
中
之
弘

5
月
日
日
、
パ
ン
ク

l
パ
ー
で
聞
か
れ
て
い
る
交
通

万
博
を
見
て
回
る
。
午
後
6
時
か
ら
は
「
ジ
ャ
パ
ン
シ

ア
タ
ー
」
に
出
演
。
出
発
前
富
山
て
稽
古
を
重
ね
た
、

越
中
お
わ
ら

・
せ
リ
込
み
蝶
六
、
郷
土
民
謡
等
を
披
露
、

富
山
県
を
世
界
に

P
R
す
る
。
自
主
企
画
の
即
席
の
演

技
に
も
、

三
百
人
を
超
え
る
観
客
か
ら
拍
手
が
送
ら
れ
、

非
常
に
う
れ
し
か
っ
た
。

青
年
の
翼

富
山
県
青
年
・
婦
人
海
外
派
遣
日
程

“4--:.ー
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ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
家
族
と
の
ふ
れ
あ
い木

沢
聖
子

力
ナ
ダ
の
家
庭
は
、
子
供
達
に
決
し
て
賛
沢
は
さ
せ

て
い
な
い
が
、
個
々
の
自
主
性
を
と
て
も
尊
重
し
た
家

庭
で
あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ
た
。
ま
た
家
族
の
人
々
は
、

自
分
達
の
島
を
と
て
も
自
慢
に
思
い
、
自
分
の
家
族
を

誇
リ
、
そ
し
て
と
て
も
人
情
深
く
、
思
い
や
り
の
あ
る

人
々
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
人
達
と
共
に
過
ご
し
た

四
日
間
は
、
私
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
で
あ
リ
、
か
っ
、

心
の
暖
ま
る
日
々
で
あ
っ
た
。

青
年
の
翼

フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ

高
瀬
行
雄

我
々
は
、
ア
メ
リ
カ
の
農
家
で
民
泊
を
し
た
。
農
業

規
模
の
大
き
さ
は
、
想
像
以
上
に
大
き
く
、
日
本
の
農

業
は
、
足
元
に
も
及
ば
な
い
。
私
の
行
っ
た
家
庭
は
百

ヘ
ク
タ
ー
ル
だ
が
、
規
模
は
小
さ
い
類
に
入
る
。

農
家
の
家
族
は
強
い
紳
で
結
ば
れ
、
よ
く
働
い
て
よ

く
楽
し
み
、
見
習
う
事
が
数
多
く
あ
っ
た
。

青
年
の
翼

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
政
府
を
表
敬
訪
問

前
田
登
実
夫

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
も
な
じ
み
の

深
い
所
で
す
。
5
月
初
日
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
政
府

訪
問
で
は
好
意
的
に
接
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
上
院

・
下
院
の
議
事
室
等
の
見
学
に
も
私
達

の
為
に
特
に
気
を
使
っ
て
い
た
だ
い
た
様
子
、
大
変
う

れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
残
念
だ
っ
た
の
は
、
訪
問
時
聞

が
足
リ
な
か
っ
た
事
、
時
聞
が
あ
れ
ば
現
地
の
人
と
も

っ
と
親
し
く
な
れ
た
気
が
し
ま
す
。

青
年
の
翼

ラ
グ
ナ
・
ホ
ン
ダ
・
ホ
ス
ビ
タ
ル

大
橋
晴
子

婦
人
の
翼

一
八
六
六
年
に
設
立
さ
れ
た
公
立
病
院
だ
が
、
現
在

は
収
容
者
の
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
六
十
五
歳
以
上
の
お

年
寄
が
占
め
て
お
リ
、
し
か
も
終
身
を
こ
の
病
院
で
送

る
人
が
多
い
と
い
う
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
病
院

の
機
能
を
あ
わ
せ
も
っ
た
施
設
と
い
う
か
ん
じ
で
あ
っ

た
。
私
達
は
四
班
に
わ
か
れ
て
、
病
院
の
専
門
職
員
の

指
導
の
も
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
体
験
し
た
。
強
い

意
志
と
柔
軟
な
気
持
ち
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
仕
事
で

す
と
の
言
葉
に
心
か
ら
共
感
し
た
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
成
人
教
育

山
本
英
樹

教
育
班
の
訪
れ
た
施
設
の

一
つ
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
カ
レ

ッ
ジ
は
、
十
八
歳
以
上
で
あ
れ
ば
誰
て
も
無

料
で
入
る
こ
と
が
で
き
る
成
人
教
育
を
目
的
と
し
た
学

校
で
あ
る
。
案
内
さ
れ
た
教
室
の
な
か
に
は
、
英
会
話

教
室
が
あ
っ
た
リ
、
ま
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
育
て
は

ω
l
m歳
の
人
が
頑
張
っ
て
お
ら
れ
た
リ
、
ア
メ
リ
カ

ら
し
さ
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
施
設
で
あ
っ
た
。

青
年
の
翼

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
政
府
を
表
敬

中
島
妙
子

5
月
日
日
、
中
沖
知
事
、
松
井
団
長
と
と
も
に
、

B

.
C
州
政
府
の
表
敬
訪
問
を
行
っ
た
。

私
達
は
、
議
事
堂
内
の
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
力
ー

タ
l
文
部
次
官
と
会
い
、
青
少
年
活
動
や
教
育
問
題
に

つ
い
て
意
見
を
交
換
し
た
。

中
沖
知
事
よ
リ
、
ツ
ル
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
彫
金
等
の

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
ま
た
、
団
員
の
子
か
ら
、
次
官

の
胸
に
、
青
年
の
翼
の
パ
ッ
チ
が
つ
け
ら
れ
た
。

今
後
、
両
国
の
交
流
が
、
よ
リ

一
層
深
ま
る
こ
と
を

願
い
、
訪
問
を
終
え
た
。

青
年
の
翼

障
害
者
同
士
の
ふ
れ
あ
い青

年

の

翼

吉

田

順

子

一ア
|
マ
別
「
福
祉
」
の
2
日
目
は
、
障
害
者
自
身
が

ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
バ
ー
ク
レ
ー
の
"
自
立
生
活
セ
ン
タ

ー
“
を
視
察
す
る
。
障
害
者
同
志
が
施
設
を
運
営
し
て
、

自
分
た
ち
の
力
で
仕
事
を
見
つ
け
生
活
を
助
け
合
っ
て

行
く
施
設
で
あ
る
。

日
本
の
障
害
者
は
、
近
隣
の
人
達
と
の
接
触
が
少
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
地
域
の
中
で
彼
ら
と
気

軽
に
話
し
合
え
る
場
が
増
え
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

貿
易
摩
擦
を
痛
感

青
年
の
翼

中
沢
明
芳

産
業
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
州
内
の
学
校
・
企
業
を

視
察
し
、
そ
の
中
で
も
特
に
我
々
が
感
銘
し
た
の
は
、

s
・
F
州
立
大
学
日
米
関
係
研
究
所
で
の
工
ド
ウ
ィ
ン

氏
と
の
会
談
で
し
た
。
エ
ド
ウ
ィ
ン
氏
は
米
国
側
か
ら

見
た
貿
易
摩
擦
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
米
国
側
の
深
刻
な

事
情
や
そ
の
打
開
策
な
ど
日
本
で
は
余
リ
報
道
さ
れ
て

い
な
い
面
を
知
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

今
ま
で
は
何
と
な
く
聞
き
流
レ
て
い
た
ニ
ュ
ー
ス
に

も
興
味
を
持
つ
様
に
な
る
な
ど
、
今
後
の
活
動
等
に
、

大
変
プ
ラ
ス
に
な
る
研
修
で
し
た
。
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富
山
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

二
上
山
の
ふ
も
と
の
メ
タ
リ
ツ
ク
な
光
を
放
つ
壮
大

な
建
物
、
今
、

こ
こ
で
明
日
の
富
山
を
担
う
新
し
い
生

命
が
胎
動
し
て
い
ま
す
。

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
は
、
本
年
四
月
こ
れ
ま
で
の
工

業
試
験
場
と
繊
維
工
業
試
験
場
を
組
織
的
に
統
合
し
て

で
き
ま
し
た
(
図
1
)。
七
月
、

二
上
に
オ
ー
プ
ン
し
た

の
は
、
こ
の
中
枢
的
役
割
を
果
た
す
企
画
管
理
部
と
中

央
研
究
所
で
す
。
従
来
の
地
場
産
業
の
技
術
を
向
上
さ

せ
、
新
素
材
・
光
応
用
技
術
・
情
報
な
ど
の
新
し
い
技

術
の
研
究
を
推
し
進
め
ま
す
。

③
実
験
棟

共
同
の

応
用
研
究
が
で
き
ま

す
。
大
型
試
験
機

・

実
験
機

・
加
工
機
械

が
並
び
、
従
来
か
ら

の
木
材

・
機
械

・
精

密
・プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・

塗
装
加
工

・
包
装
材

料
の
実
験
を
す
る

一

方
、
光
応
用

・
光
計

測
と
い
う
新
し
い
分

野
の
実
験
も
行
い
ま

す
。

④
技
術
開
発
館
研
修
室
は
午
後
九
時
ま
で
使
用
て
き
、

終
業
時
後
の
各
業
種

・
分
野
の
研
修
活
動
に
利
用
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。
二
階
に
は
、
特
許
広
報
室
が
あ
リ
ま

す
。
こ
こ
に
は
特
許
広
報
十
万
冊
を
納
め
ま
し
た
。
ま

た
情
報
器
機
室
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
を
た
た
け
ば
欲
し

い
情
報
が
出
て
き
ま
す
。

日
本
特
許
情
報
セ
ン
タ

ー
や
日
本
科
学
技
術
情

報
セ
ン
タ
ー
へ
も
オ
ン

ラ
イ
ン
て
き
、
技
術
情

報
の
収
集

・
加
工

・
提

供
、
新
技
術

・
新
製
品

の
紹
介
の
場
で
す
。

⑤
そ

の

他

研
究
て
疲
れ
た
頭
は
中
庭
の
よ
う
な
テ
ク

ノ
プ
ラ
ザ
で
い
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ

は
憩
い
の
場
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
大
型
機
械
の
屋
外

展
示
場
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

A木材加工機

ま
た
、
よ
リ
優
れ
た
研
究
開
発
の
た
め
に
当
セ
ン
タ

ー
で
は
、
レ
ー
ザ
ー
光
線
を
使
っ
た
数
ミ
ク
ロ
ン
の
微

少
な
測
定
か
ら
、
巨
大
な
機
械
を
使
っ
た
実
験
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
試
験
研
究
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ

を
支
え
る
の
が
、

L
A
N
(
ロ
ー
カ
ル
エ
リ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
)
で
す
。
こ
れ

は
、
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
と
各
室
に
あ
る

端
末
と
を
光
フ
ァ
イ
バ

ー
ケ
ー
ブ
ル
て
結
ん
だ

も
の
で
、
情
報
伝
達
に

大
き
な
力
を
発
樺
し
ま

す
。

企憩いの場テクノプラザ

企レーザー装置企大型試験機...共同研究室

高
岡
二
上
地
区
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
企
画
管
埋
部
及
び
中
央
研
究
所
は
、
今
後
隣
接
す

る
高
岡
技
術
短
期
大
学
な
ど
の
学
術
機
関
や
民
間
企
業

と
の
連
携
を
深
め
、
富
山
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
建
設
の
た
め

の
中
核
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

円

m川
唱

w置
1
川
ハ
川
ハ
ハ
川
川
U

オ
ー
ブ
ン
記
念
行
事
と
し
て
ロ
日
(
土
)
l
H
日
(
月
)

ま
で
、

F
M
S
展
(
多
品
種
少
量
生
産
に
マ
ッ
チ
し
た

生
産
シ
ス
テ
ム
)
、

C
A
D
展
(
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
支
援

に
よ
る
設
計
)
、

A
I
(
人
工
知
能
)
と
C
A
E
(
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
支
援
に
よ
る
設
計

・
製
造
シ
ス
テ
ム
)
、

L

A
N
展
、
試
作
品
展
、
県
内
工
業
、
工
芸
製
品
展
を
行

い
ま
す
。

ま
た
、

U
H
(
日
)
日
日
(
月
)
に
は
、

F
A
(
工

場
自
動
化
)
に
つ
い
て
の
講
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

「総務課
企画管理部(高岡市)→ A 

」 企画情報課

「 応用技術課

ト 材料技術課
中央研究所(高岡市)→

ト 生産技術課

」 工芸技術課

「 製品開発課
繊維研究所(福野町)→

」 生産技術課

富山研究所(富山市)

当
セ
ン
タ
ー
の
目
的
は
、
研
究
員
に
よ
る
独
自
の
研

究
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
企
業
に
移
転
す
る
こ
と
。
企

業
か
ら
の
依
頼
試
験
を
行
う
こ
と
。
企
業
と
の
共
同
研

究
を
行
う
こ
と
で
す
。

施
設
の
概
要

①
管
理
棟

管
理
棟

一
階
に
は
玄
関
ホ
ー
ル、

二
階
に

は
技
術
指
導
室
、
客
員
研
究
室
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

玄
関
ホ
ー
ル
は
、
ゆ
っ
た
リ
と
し
た
ス
ペ
ー
ス
が
あ
リ
、

工
業
製
品
等
の
展
示
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
技
術
指
導

室
で
は
、
各
種
の
技
術
指
導
が
行
わ
れ
、
企
業
か
ら
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
特
に
客
員
研
究
室
は
、
全
国
か
ら

優
秀
な
技
術
者
や
そ
の
研
究
開
発
分
野
の
専
門
家
を
招

き
、
技
術
指
導

・
技
術
開
発
の
手
伝
い
を
し
て
も
ら
う

た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

②
共
用
開
放
試
験
棟

こ
こ
で
は
、
企
業

と
共
同
て
基
礎
研
究
を
行
い
ま
す
。一

階

は
物
理
系
の
研
究
が
中
心
で
、
精
密
測
定

室
や
工
業
計
測
室
等
が
あ
リ
ま
す
。
二
階

で
は
、
新
素
材
の
研
究
な
ど
を
行
い
、
温

度
・
湿
度
を

二
疋
に
保
つ
恒
温
恒
湿
室
等

が
あ
リ
ま
す
。
三
階
は
化
学
実
験
用
で
、

有
害
ガ
ス
処
理
装

置
を
設
け
、
公
害

を
出
さ
な
い
工
夫

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
階
に
は

技
術
相
談
室
が
設

け
ら
れ
企
業
か
ら

の
相
談
に
応
じ
ま

す
。

10 

図 1

hv
精
密
測
定
室

〈富山県工業技術センタ一位置略図〉

工業技術センター

11 

交通:加越能鉄道パス

高岡駅発(4番のりば)短大経由城光寺

球場行(約 16分)

短大前下車徒歩 3分

高岡市二上150番地 T E L 0766 (21) 2121 





伏
木
富
山
港

特
定
重
要
港
湾
に
指
定

伏
木
富
山
港
が
、
外
国
貿
易
を
増
進
す
る
た
め
特
に

重
要
な
港
湾

1
特
定
重
要
港
湾
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

特
定
重
要
港
湾
の
指
定
は
、
本
州
日
本
海
側
で
は
新

潟
港
に
次
ぎ
二
番
目
、
全
国
で
は
十
九
番
目
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
伏
木
富
山
港
に
対
す
る
国
内

外
か
ら
の
評
価
が
高
ま
り
、
貨
物
取
扱
量
の
増
大
、
さ

ら
に
は
富
山
県
の
産
業
振
興
へ
の
波
及
効
果
が
大
い
に

期
待
さ
れ
ま
す
。
県
で
は
、
こ
の
指
定
を
契
機
と
し
て

さ
ら
に
港
の
整
備
、
拡
充
に
努
め
て
い
き
ま
す

企富山港展望台
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伏
木
富
山
港
の
概
要

一
、
伏
木
富
山
港
は
、
伏
木
、
富
山
、
新
湊
の
三
地
灰

か
ら
な
っ
て
お
リ
、
伏
木
港
、
富
山
港
、
富
山
新
港

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
伏
木
港
及
び
富

山
港
は
、
江
戸
時
代
以
前
か
ら
栄
え
た
河
口
港
で
、

富
山
新
港
は
、
富
山
高
岡
新
産
業
都
市
の
海
の
玄
関

口
と
し
て
従
前
の
放
生
津
潟
を
利
用
し
て
昭
和
四
十

三
年
に
開
港
し
た
掘
込
港
湾
で
す
。

一、
昭
和
六
十
年
の
伏
木
富
山
港
の
取
扱
貨
物
量
は
約

一
、
一
一
一

万
ト
ン
(
外
国
貿
易
五
七
四
万
ト
ン
、
内

国
貿
易
五
三
七
万
ト
ン
)
で
、
外
国
貿
易
で
は
、
輸

入
が
九
六
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
、
内
国
貿
易
で
は
、

移
入
が
七
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

輸
入
品
目
で
は
、
原
木
が
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
、
石
灰
や
原
油
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
輸
入
相
手
国
と

し
て
は
、
ソ
連
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
、
中
園
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
二
七
か
国
と
な
っ
て
い
ま
す
。

輸
出
品
目
で
は
、
化
学
薬
品
な
ど
の
化
学
工
業
品

が
多
く
、
ソ
連
な
ど
六
か
国
に
輸
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
国
貿
易
の
移
入
品
目
と
し
て
は
、
原
油
等
の
鉱

産
品
や
石
油
製
品
等
の
化
学
工
業
品
が
多
く
を
占
め
、

移
出
品
目
と
じ
て
は
、
重
油
等
の
化
学
工
業
品
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

二
、
近
年
の
取
扱
貨
物
量
の
推
移
を
み
ま
す
と
、
昭
和

五
十
四
年
の
て
二
二
五
万
ト
ン
を
ピ
ー
ク
に
停
滞
し

て
い
た
貨
物
量
も
、
昭
和
五
十
八
年
を
境
に
増
加
に

転
じ
て
お
リ
、
特
に
新
湊
地
区
に
お
け
る
昭
和
六
十

年
の
外
国
貿
易
量
は
、
過
去
最
高
と
な
っ
て
い
ま
す
。

四
、
新
し
い
動
き
と
し
て
は
、
昭
和
五
十
九
年
二
月
か

ら
富
山
港
と
小
樽
港
等
を
結
ぶ
内
貿
コ
ン
テ
ナ
船
が

米
穀
類
、
金
属
類
等
を
運
搬
し
て
お
リ
、
昭
和
五
十

九
年
十

一
月
か
ら
は
富
山
新
港
と
ソ
連
の
ポ
ス
ト
l

チ
ヌ
イ
港
を
結
ぶ
外
貿
コ
ン
テ
ナ
船
が
運
航
さ
れ
、

特
に
化
学
薬
品
、
繊
維
製
品
等
の
輸
出
に
大
き
な
役

割
を
果
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
五
月
八
日
に
は
、
伏
木
富
山
港
と
中

国
大
連
港
と
の
友
好
港
提
携
の
調
印
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
大
連
港
か
ら
は
、
富
山
港
に
毎
年
数
十
万
ト
ン

の
原
油
が
輸
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
友
好
港
提
携
に

よ
リ
、
友
好
県
省
関
係
に
あ
る
富
山
県
と
遼
寧
省
(
大

連
港
は
遼
寧
省
の
海
の
玄
関
口
で
す
)
と
の
友
好
親

善
が

一
層
深
ま
リ
、
両
港
間
の
貿
易
が
拡
大
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

15 

県
で
は
、
伏
木
富
山
港
が
一
層
県
民
の
皆
さ
ん
に
親

し
み
の
あ
る
港
湾
と
な
る
よ
う
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
ま
す
。
三
地
区
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
緑
地
が
整
備
さ

れ
、
富
山
港
や
富
山
新
港
に
は
展
望
台
が
作
ら
れ
、
港

が
一
望
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
一
度

港
の
眺
望
を
御
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

企富山新港埠頭

特
定
重
要
港
湾
「
伏
木
富
山
港
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
に
ふ
さ
わ
し
い
シ
ン
ボ
ル

マ
l
ク
を
募
集
し
ま
す
。

-
応
募
期
限
/
八
月
三
十
一
日

-
応
募
作
品
/
B
5
版
の
ケ
ン
ト
紙
又
は
画
用
紙
、
色
は
問
い
ま
せ
ん
。

作
品
の
裏
面
に
簡
単
な
製
作
意
図
、
住
所
、
氏
名
、
職
業
(
学
校
名
、

学
年
)
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
下
さ
い
。

-
応
募
先
/
富
山
市
新
総
曲
輪
一
|
七

富
山
県
港
湾
協
会
事
務
局
内

「
伏
木
富
山
港
」
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
募
集
係



不
動
産
取
得
税
と
は
?

家
屋
を
建
築
し
た
り
、

不
動
産
取
得
税

土
地
や
家
屋
を
購
入
し
た
り
し
て
、

不
動
産
を
取
得
し
た
方
に
、

取
得
し
た
と
き
一
回
限
り

課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

い
ま

すか

労働保険料は一一一一|労災保険料1+1雇用保険料1=1労働保険料|

労災保険料/事業の種類により賃金の1.000分の5から1.000分の145で全額事業主負担です。

雇用保険料/被保険者に支払った賃金総額に対して事業により下のとおりの率になっております。

負 担 区 分
区 分 雇用保険率

事業主 被保険者

出(誠) ふ。(誌) 5.5 
骨支 の 事 業

1000 1000 

lLE(出) 必。(誌) 6.5 特 農林、水産業、清酒製造業
1000 1000 

掲事

12(鼠) 品川端) 6.5 
業 建 設業

1000 1000 
※( )内は、昭和61年度に限り適用

される雇用保険率です。

あ
る
日
突
然
仕
事
中
に
、
仕
事
へ
の
行
き
帰
り
に
不

慮
の
事
故
に
会
う
。
ま
た
事
業
の
縮
少
等
会
社
の
都
合
、

定
年
到
達
、
職
場
の
人
間
関
係
、
能
力
に
合
わ
な
い
等

々
の
理
由
で
退
職
レ
失
業
の
状
態
に
:
:
:
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
は
こ
ん
な
境
遇
に
な
リ
た
く

な
い
も
の
で
す
。

し
か
レ
、
そ
れ
が
絶
対
に
な
い
と
の
保
証
は
あ
リ
ま

せ
ん
。

万

一
の
場
合
、
国
が
労
働
者
又
は
家
族
に
必
要
な
給

付
や
補
償
を
行
い
、
社
会
復
帰
や
生
活
の
安
定
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
の
が
政
府
管
掌
の
労
働
保
険
(
雇

用
保
険
・
労
災
保
険
)
制
度
で
す
。

-
事
業
主
に
は
各
種
の
助
成
が

不
況
に
よ
る

一
時
休
業
、
高
年
齢
者
パ
ー
ト
の
雇
い

入
れ
、
定
年
延
長
そ
の
他
を
行
う
事
業
主
に
各
種
の
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

-
労
働
保
険
は
強
制
加
入

労
働
保
険
は
、
労
働
者
を

一
人
て
も
雇
用
す
る
事
業

主
は
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
農
林
水
産
業

の
一
部
は
任
意
加
入
)
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

未
加
入
の
事
業
場
は
早
急
に
加
入
手
続
き
を
し
て
下

さ
い
。

計
算
方
法
は
?

課
税
標
準
に
税
率
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
か
け

た
も
の
が
税
額
と
な
リ
ま
す
。

た
だ
し
、
昭
和
六
十
四
年
六
月
三
十
日
ま

で
に
取
得
し
た
住
宅
の
税
率
は
三
パ
ー
セ
ン

ト
で
す
。

税
額
計
算
の
基
礎
と
な
る
課
税
標
準
は
、

不
動
産
の
買
入
価
格
や
建
築
工
事
費
と
は
、

関
係
あ
リ
ま
せ
ん
。
土
地
等
の
場
合
は
、
市

一
町
村
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

一
い
る
価
格
で
あ
り
、
家
屋
の
建
築
等
の
場
合

時
は
、
固
定
資
産
評
価
基
準
に
よ
っ
て
県
が
評

.
価
レ
て
決
定
し
た
価
格
で
す
。

安
く
な
る
の
は
?
(
税
金
の
軽
減
)

ω特
例
適
用
住
宅
を
購
入
し
た
場
合

取
得
し
た
住
宅
の
延
床
面
積
(
車
庫
や
物
置
等
の
床

面
積
も
含
む
)
が

一
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
、

一

平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
リ
の
価
格
が
十

一
万
七
千
円
以
下

で
あ
る
と
き
(
こ
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
住
宅
を
特
例

適
用
住
宅
と
い
う
)
に
は
、
最
高
四
百
五
十
万
円
が
住

宅
の
価
格
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

(
税
額
て
は
、
最
高

十
三
万
五
千
円
安
く
な
リ
ま
す
。
)

ω中
古
住
宅
を
取
得
し
た
場
合

一
定
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
中
古
住
宅
(
こ
れ
を
既

存
住
宅
と
い
う
)
を
取
得
し
た
場
合
に
も
、
最
高
四
百

-
加
入
手
続

加
盟
す
る
商
工
会
議
所
、
商
工
会
そ
の
他
事
業
主
団

体
ヘ
申
し
出
に
な
れ
ば
、
加
入
手
続
及
び
そ
の
後
の
事

務
手
続
き
を
代
行
し
ま
す
。
事
業
主
、
役
員
、
家
族
従

業
者
も
労
災
保
険
に
特
別
加
入
で
き
、
保
険
料
も
三
回

に
分
割
納
入
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
リ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
社
会
保
険
労
務
士
に
依
頼
す
る
方
法
も

あ
リ
ま
す
が
、
自
社
で
直
接
手
続
き
す
る
場
合
は
労
働

基
準
監
督
署
ま
た
は
公
共
職
業
安
定
所
へ
お
い
て
く
だ

さ
い
。

五
十
万
円
ま
で
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ω住
宅
用
の
土
地
を
取
得
し
た
場
合

昭
和
六
十
四
年
六
月
三
十
日
ま
で
に
次
の

い
ず
れ
か
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
土
地
を
取

得
し
た
場
合
に
は
、
税
額
の
四
分
の

一
が
減

額
さ
れ
ま
す
。

①
土
地
を
取
得
し
た
人
が
、
取
得
し
た
日

か
ら
二
年
以
内
に
そ
の
土
地
の
上
に
あ
る
住

宅
を
取
得
し
た
と
き

②
土
地
を
借
リ
る
な
ど
し
て
住
宅
を
取
得

し
た
人
が
、
住
宅
の
取
得
後

一
年
以
内
に
そ

の
住
宅
の
下
の
土
地
を
取
得
し
た
と
き

凶
特
例
適
用
住
宅
用
土
地
ま
た
は
既
存
住
宅

用
土
地
を
取
得
し
た
場
合

特
例
適
用
住
宅
用
の
土
地
や
既
存
住
宅
用

の
土
地
を

一
定
期
間
内
に
取
得
し
た
場
合
に

は、

ωに
述
べ
た
税
額
の
四
分
の

一
の
減
額

の
ほ
か
さ
ら
に
、
次
の
ど
ち
ら
か
高
い
方
の

額
が
、
土
地
の
税
額
か
ら
減
額
さ
れ
ま
す
。

①
四
万
五
千
円

②
下
の
式
に
よ
る
額

②=土地 1m'当たりの価格×住宅1戸の延床面積の2倍(200附が限度)Xi三
100 
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い
っ
・
と
う
や
っ
て
?

県
税
事
務
所
か
ら
納
税
通
知
書
を
送
付
レ
て
、
税
額
、

納
期
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
指
定
し
た
期
日

ま
で
に
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

先
に
述
べ
た
よ
う
な
税
金
の
軽
減
を
受
け
る
た
め
に

は
納
付
期
限
ま
で
に
書
類
を
添
え
て
申
請
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

軽
減
の
要
件
や
必
要
書
類
等
の
詳
し
い
こ
と
は
、
も

よ
り
の
県
税
事
務
所
へ
ど
う
ぞ
。

豊
か
な
経
験
と
技
能
を
社
会
の
た
め
に

高
齢
者
能
力
活
用
情
報
セ
ン
タ
ー

17 

四
月

一
日
か
ら
、
富
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
に
設
置

し
て
い
る
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
が
新
し
く
情
報
サ

ー
ビ
ス
事
業
を
加
え
、
高
齢
者
能
力
活
用
情
報
セ
ン
タ

ー
と
し
て
再
発
足
し
て
い
ま
す
。

事
業
の
あ
ら
ま
し

-
職
業
の
紹
介

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
て
職
業

紹
介
(
常
用
雇
用
の
ほ
か
、
パ
ー
ト
、
臨
時
の
も
の
も

含
み
ま
す
)
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

-
情
報
サ
ー
ビ
ス

お
お
む
ね
六
十
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
社
会
参
加

を
促
進
す
る
た
め
の
各
種
催
物
に
関
す
る
情
報
の
提
供

や
社
会
奉
仕
活
動
等
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

-
定
期
巡
回
相
談

次
の
と
こ
ろ
で
定
期
巡
回
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

V
高
岡
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

高
岡
市
清
水
1
1
7

1

初
毎
週
火
・
金
曜
日

V
魚
津
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
百
楽
荘
魚
津
市
新
金
屋
2

日
ー
お
毎
週
水
曜
日

V
砺
波
市
働
く
婦
人
の
家

砺
波
市
栄
町
7
1
3

毎

週
木
曜
日

高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
生
き
が
い
を
も
ち
、
健
康
で
明

る
い
生
活
を
送
る
た
め
に
当
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
能
力
活
用
情
報
セ
ン
タ
ー

4
11
3

2ー
ー

2
9
5
8

電
話

0
7
6
 



気
分
は
ナ
手
、
ご
っ
け
v

身
近
な
身
近
な
、
自
然
と
の
新
し
い
出
会
い
の
場

ね
い
の
里

婦
中
町
吉
住
、
国
道
三
五
九
号
線
か
ら
ち
ょ
っ
と
脇

に
入
る
と
「
い
こ
い
の
村
」
、
そ
し
て
そ
の
隣
に
あ
る
の

が
「
自
然
博
物
園
/
ね
い
の
里
」
で
す
。
展
示
室
の
あ

る
建
物
と
自
然
観
察
の
た
め
の
フ
ィ
ー
ル
ド
、
自
然
と

の
新
し
い
出
会
い
の
場
で
す
。

日
曜

・
祝
日
に
は
、
自
然
観
察
の
専
門
家
ナ
チ
ュ
ラ

リ
ス
ト
の
方
々
に
自
然
解
説
し
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き

ま
す
。

今
回
レ
ポ
ー
タ
ー
を
務
め
て
下
さ
っ
た
の
は
市
井
福

子
さ
ん
で
す
。

ま
ず
、
最
初
は
展
示
館
か
ら
。

4

展
示
館
入
口
て
、
目
を
ひ
き
つ
け
た
の
が
、
た
く
さ

ん
の
水
槽
、
中
に
は
、
ナ
マ
ズ
が
、
ス
ッ
ポ
ン
が
、
オ

オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
。
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
ど

う
考
え
て
み
て
も
天
然
記
念
物
の
顔
立
ち
は
し
て
い
ま

せ
ん
。
ド
タ
ッ
と
い
う
感
じ
て
水
槽
の
底
に
寝
そ
べ
っ

て
い
ま
し
た
。

目
を
移
せ
ば
、
鳥
の
巣
箱
や
昆
虫
の
標
本
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
展
示
館
学
習
室
て
は
、
愛
鳥
ポ

ス
タ
ー
展
も
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。

TRIP、県政グ

お
隣
リ
の
い
こ
い
の
村
に
来
た
こ
と
は
あ
る
の
で
す

が
、
ね
い
の
里
は
初
め
て
、
そ
こ
で
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト

の
清
水
巌
さ
ん
に
案
内
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

「
清
水
さ
ん
、
今
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
U

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
と
い
う
の
は
、
本
来
は
博
物
学
者

と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
が
、
富
山
県
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス

ト
は
、
自
然
の
し
く
み
や
自
然
保
護
の
重
要
性
に
つ
い

て
解
説
す
る
た
め
、
県
が
認
定
し
た
人
た
ち
で
自
然
解

説
員
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
の
方
々

は
そ
れ
が
本
業
で
は
あ
リ
ま
せ
ん
。
公
務
員
、
教
員
、

会
社
員
、
自
営
業
等
、
年
齢
も
初
代
l
m∞
代
ま
で
幅
広

く
、
い
ろ
ん
な
方
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
総
人
数
は

二
八
六
人
(
女
性
は
六
五
人
中
で
す
。
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス

ト
活
動
て
全
国
的
に
も
有
名
な
の
は
、
立
山
室
堂
周
辺

の
活
動
て
ミ
ク
リ
ガ
池
や
地
獄
谷
周
辺
の
自
然
解
説
、

弥
陀
ヶ
原
周
辺
の
自
然
解
説
、
立
山
自
然
保
護
セ
ン
タ

ー
展
示
室
で
の
解
説
で
す
。
し
か
し
、
こ
こ
だ
け
が
ナ

チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
の
活
動
工
リ
ア
で
は
あ
リ
ま
せ
ん
。
立

山
の
麓
の
称
名
滝
や
県
民
公
園
(
頼
成
の
森
、
ね
い
の

里
)
で
も
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
活
動
は
行
わ
れ
て
い
る
の

で
す
。

あ
れ
え

j
j自
然
解
説
員
に
つ
い
て
解
説
レ
ち
ゃ
っ

た
、
解
説
員
を
解
説
す
る
な
ん
て
、
私
は
県
政
解
説
人
?

「
清
水
さ
ん
、
今
度
は
本
当
に
案
内
を
お
願
い
し
ま

1
す
U
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さ
て
、
天
気
も
良
い
の
で
実
際
に
外
に
出
て
観
察
し

て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
。
ね
い
の
里
周
辺
は
、
ま
だ

自
然
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
て
、
自
然
観
察
に
は
最
適

な
ん
だ
そ
う
で
す
。

た
だ
見
て
も
お
も
し
ろ
み
が
少
な
い
だ
ろ
う
と
、
渡

さ
れ
た
の
が
ね
い
の
里
特
製
の
「
自
然
か
ん
さ
つ
学
入

門
シ
リ
ー
ズ
恥
2
あ
て
て
み
よ
う
み
ど
リ
の
パ
ズ
ル

コ
ー
ス
」
の
し
お
リ
、
こ
れ
は
コ
ー
ス
を
回
リ
な
が
ら

圏
内
に
あ
る
「
わ
た
し
の
な
ま
え
は
」
と
板
の
付
い
た

代
表
的
な
初
種
類
の
木
の
名
前
を
当
て
る
ク
イ
ズ
を
す

る
も
の
、
満
点
だ
と
初
点
。
と
に
か
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

し
か
し
当
た
ら
な
い
。
そ
れ
に
引
き
か
え
、
ね
い
の
里

は
苦
手
だ
と
言
い
な
が
ら
も
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
の
清
水

さ
ん
は
満
点
に
近
い
、
清
水
さ
ん
も
こ
れ
を
す
る
の
は

初
め
て
だ
と
言
う
こ
と
で
す
。

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
の
方
の
動
物
、
植
物
、
自
然
に
対

す
る
知
識
の
深
さ
に
は
、
あ
ら
た
め
て
感
心
さ
せ
ら
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

モ
ス
グ
リ
ー
ン
の
服
に
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
、
首
か

ら
力
メ
ラ
か
双
眼
鏡
を
掛
け
て
い
る
人
を
先
程
の
所
て

見
か
け
た
な
ら
そ
の
人
は
、
お
そ
ら
く
間
違
い
な
く
ナ

チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
、
自
然
解
説
員
で
す
。
ち
ょ
っ
と
声
を

掛
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
周
リ
の
自
然
が
も

っ
と
も
っ
と
身
近
な
も
の
に
な
る
は
ず
で
す
。

レ
ポ
ー
タ
ー
市
井
福
子

19 

-Rレ
ポ
ー
タ
ー
募
集

「
レ
ポ
ー
タ
ー
が
や
り
た
い
、
」
「
県
政
の
あ
ん
な
所

こ
ん
な
所
が
見
て
み
た
い
、
」
、
こ
の
よ
う
な
方
は
、
県

庁
広
報
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

(8
0
7
6
4
m
4
1
1
1
)



細
入
村

今
日
も
豪
快
な
笑
い
が
山
々

に
こ
だ
ま
す
る
。

細
入
村
の
水
戸
黄
門
-
-
と

土
田
重
利
さ
ん
は
、
若
い
頃

は
歌
舞
伎
の
一
座
を
組
ん
で

芝
居

5
復
活
?
ぞ
れ
ヘ

お
ら
が
村
の
黄
門
様

企土田重利さん

腕
阜
あ
た
り
ま
で
漫
遊
し
た

と
い
う
。

「
歌
舞
伎
が
好
き
だ
で
U

「
役
者
は
モ
テ
た
か
ら
で
し

ょ
う
ω

「フ
y

、y
、y
、y
.

r

f

f

J

」

企常虹の滝

な
あ
ん
だ
、
そ
う
め
ん
屋
さ
ん
だ
っ
た
の
か
。

お
じ
さ
ん
、
な
ん
て
こ
ん
な
所
で
グ

l
ツ
ゲ
ー
ム
な

ん
か
し
て
る
の
?

「
テ
レ
ビ
も
ね
え
、
電
気
も
ね
え
、
電
話
も
ね
え
、

す
る
こ
と
ね
え
|
|
、
こ
こ
に
居
る
の
は
俺

一
人
ー
ム

こ
の
お
じ
さ
ん
早
瀬
清
久
さ
ん
は
、
普
段
は
下
界
で

食
堂
を
、
夏
場
は
こ
こ
で
流
し
そ
う
め
ん
を
や
っ
て
い

る
の
だ
が
、
梅
雨
ど
さ
は
余
リ
人
が
米
な
い
。
で
、
こ

う
し
て
遊
ん
で
い
る
と
い
う
わ
け
。

常
虹
の
滝
を
眺
め
な
が
ら
、
さ
わ
や
か
な
風
に
吹
か

れ
、
冷
た
い
山
の
水
の
中
を
流
れ
て
く
る
そ
う
め
ん
を

食
べ
る
。
気
分
、
味
、
と
も
に
最
高
。

二
十
年
の
伝
統
を
持
つ
常
虹
の
滝
流
し
そ
う
め
ん
を

味
わ
い
、
滝
を
後
に
す
る
。
お
じ
さ
ん
は
、
ま
た
グ
l

ツ
ゲ
ー
ム
に
熱
中
し
だ
し
た
。

お
じ
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、
虹
は
晴
れ
た
日
の
七
1

九
時
頃
が
と
て
も
き
れ
い
だ
そ
う
で
す
。

細
入
村
の
元
気
が
出
る

ら
っ
き
ょ
う

高
台

一
面
に
そ
よ
い
て
い
る
の
は
、
あ
れ
は
ネ
ギ
?

神通川左岸に沿う細長い村

で、一帯は神通峡県定公園と

なっており、神通川の織りな

す景観がたん能できる。かつ

ては越中と飛騨の接点の峠宿

場として栄えた。銀山もあっ

2，569人

(昭和60年国勢調査)

39.72平方キロメートル

細入村の概況

面積

人口

fこ。

「
細
入
村
は
芝
居
の
村
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
盛
ん
だ

っ
た
芝
居
も
と
う
に
廃
れ
、
今
で
は
歌
舞
伎
を
伝
え
ら

れ
る
の
は
土
田
さ
ん
ぐ
ら
い
。

そ
こ
に
目
を
付
け
た
の
が
村
の
青
年
因
。
敬
老
会
で

お
年
寄
リ
に
見
て
も
ら
お
う
と
土
田
さ
ん
を
師
匠
に
ま

つ
リ
あ
げ
、
歌
舞
伎
復
活
と
な
っ
た
。
大
喜
び
の
御
隠

居
は
、
テ
レ
ビ
の
歌
舞
伎
を
ビ
デ
オ
に
撮
リ
、
振
リ
付

け
、
セ
リ
フ
ま
わ
し
を
手
取
リ
足
取
リ
、
小
道
具
作
リ

に
化
粧
と
、
孫
の
よ
う
な
青
年
団
を
拍
子
木
持
っ
て
追

い
回
す
。
こ
れ
で
八
十
二
歳
と
は
/
。
敬
老
会
も
ど
こ

吹
く
風
。

「
若
い
も
ん
と
付
き
合
っ
と
っ
た
ら
若
な
る
ち
ゃ
U

若
者
が
大
好
き
な
の
で
す
。

貰
門
様
は
、
芝
居
の
村
復
活
に
第
二
の
青
春
を
賭
け

て
い
る
。
「
も
う

一
度
出
た
い
な
あ
U

え
え
い
、
こ
の
拍
子
木
が
目
に
入
ら
ぬ
か
。

若
者
評

「
若
い
者
に
は
若
い
者
な
リ
の
考
え
が
あ
る
」
と
若

者
を
わ
か
っ
て
く
れ
る
土
田
さ
ん
に
は
素
直
に
な
れ
ま

す
。
冗
談
が
通
じ
て
、
ワ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
と
笑
っ
て
く
れ

る
の
が
い
い
で
す
ね
。

と
こ
に
じ

常
虹
の
滝
・
流
し
そ
う
め
ん
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細
入
村
の
名
所
と
言
え
ば
神
通
峡
、
そ
の
中
て
も
常

虹
の
滝
は
絶
景
と
か
。
階
段
を
下
リ
て
い
く
。
小
屋
が

見
え
た
。
ス
ツ
/
矢
が
飛
ん
で
き
た
。
ぐ
わ
ぁ
、
原
始

人
か
、
山
伏
か
、
滝
の
霊
か
。
逃
げ
ろ
|
。
お
っ
と
行

き
止
ま
リ
。
滝
だ
。
ど
迫
力
。
七
色
の
虹
が
か
か
っ
て

い
る
で
は
な
い
か
/
水
し
ぶ
き
が
涼
し
い
。
ぐ
わ
ぁ
、

危
う
く
落
ち
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
ρ

振
リ
返
る
と
「
流
し
そ
う
め
ん
食
べ
放
題
」
の
看
板
。

で
は
な
い
の
で
す
。
ち
ょ
づ
と
掘
っ
て
み
て
下
さ
い
。

ニ
ン
ニ
ク
で
は
あ
リ
ま
せ
ん
。
ち
つ
き
ょ
う
な
の
で
す
。

ら
っ
き
ょ
う
の
酢
漬
け
し
か
知
ら
な
い
あ
な
た
、
遅
れ

て
ま
す
よ
。

天
ぷ
ら
、
ご
ま
和
え
、
ワ
イ
ン
漬
け
、
ら
っ
き
ょ
う

料
理
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
す
。
食
べ
て
み
た
い
人
は
、

七
月
二
十
日
に
細
入
村
ヘ
集
合
/
掘
っ
て
、
料
理
を
レ

て
、
食
べ
て
、
お
ま
け
に
常
虹
の
滝
で
そ
う
め
ん
を
食

べ
、
ま
す
釣
リ
プ
ラ
ス

α
と
い
う
ビ
ッ
グ
な
体
験
が
で

き
ま
す
。
き
と
き
と
の
ら
っ
き
ょ
う
を
食
べ
る
二
度
と

な
い
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

細
入
村
の
ら
っ
き
ょ
う
は
、
歯
ご
た
え
が
あ
る
と
大

人
気
。
夏
は
、
ら
っ
き
ょ
う
で
食
欲
増
進
、
元
気
モ
リ

モ
リ
グ

※
七
月
二
十
日
の
ら
っ
き
ょ
う
祭
り
に
参
加
し
た

い
方
は
、
七
月
十
四
日
ま
で
に
細
入
村
観
光
協
会

(
O
七
六
四

l
八
五
|
一
一
一
一
一
)
へ
電
話
を
。
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-
五
月
二
十
二
日

第

μ
回
技
能
五
輪
全
国
大
会
の
壮
行
会

-
五
月
二
十
五
日

第

μ
回
富
山
県
身
体
障
害
者
体
育
大
会

・
五
月
二
十
六
日

円
高
対
策
協
議
会

婦
人
青
年
海
外
派
遣
解
図
式

・
五
月
三
十
日

雪
に
関
す
る
ア
イ

デ
ィ
ア
募
集
及
び

部
門
功
労
表
彰

富
山
県
総
合
雪
対

策
推
進
会
議

-
五
月
三
十
一
日

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
定
礎
式

・
六
月
一
日

ズ
ー
ム
ア

ッ
プ
と
や
ま

・
六
月
二
日

と
や
ま
U
R
U
G
-
会
議

・
六
月
四
日

第
1
回
富
山
県
保
育
研
究
大
会

-
六
月
六
日

石
油
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
等
総
合
防
災
訓
練

蝉-
六
月
七
日

第
引
回
県
展
開
会

-
六
月
十
三
日

i
十
五
日

い
き
い
き
富
山
観
光
と
物
産
ま
つ
り

富
山
県
伝
統
的
工
芸
品
展

-
六
月
十
五
日

第
4
回
富
山
県
高
齢
者

ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
大
会

実

住
宅
情
報

【
優
良
物
件
案
内
】

・
県
営
住
宅
入
居
者
募
集

今
年
富
山
市
内
で
新
築
し
た
下
冨
居
団
地
と
富
山
、

新
湊
、
太
閤
山
地
区
の
既
存
の
団
地
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。

av問
い
合
わ
せ
先

富
山
県
住
宅
供
給
公
社

(2
0
7
6
4
・
3
2
・
5

1
3
1
)
 

-
太
閤
山
住
宅
団
地
の
宅
地
分
譲

ゆ
と
り
あ
る
マ

イ
ホ
ー

ム
づ
く
り
を
お
求
め
の
方

に
は
最
適
で
す
。

A
V

一
区
画
平
均
面
積
/
三
百
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル

-
分
譲
価
格
/
四
万
四
千
五
百
円
/
平
方
メ
ー
ト
ル

.
問
い
合
わ
せ
先

太
閤
山
住
宅
団
地
建
設
事
務
所

(
2
0
7
6
6
・
5

6
・
0
2
2
1
)

【
資
金
融
資
案
内
】

-
富
山
県
特
別
住
宅
分
譲
制
度

富
山
県
住
宅
供
給
公
社
の
分
譲
住
宅
で
、

雪
に
強

い
住
宅
仕
様
の
も
の
を
購
入
す
る
場
合
な
ど
に
適
用

さ
れ
る
制
度
で
、
住
宅
金
融
公
庫
の
融
資
額
が
割
増

さ
れ
る
な
ど
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
制
度
が

変
わ
り
ま
し
た

-
昭
和
六
十
一
年
四
月
か
ら

加
歳
か
ら
印
歳
未
満
の
人
は
、
全
員
、
国
民
年
金

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
に
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

①
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
り

②
初
歳
以
上
印
歳
未
満
の
次
の
人
た
ち
で
す

0

.
必
ず
加
入
す
る
人
(
強
制
加
入
)

O

す
で
に
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
自
営
業
者
、

農
業
、
開
業
医
、
自
由
業
の
人
な
ど
|
|
第
一
号
被

保
険
者
。

O
厚
生
年
金
保
険
(
船
員
保
険
を
含
む
)
・
各
種
共
済

組
合
の
組
合
員
本
人
|
|
第
二
号
被
保
険
者
。

O
厚
生
年
金
保
険
(
船
員
保
険
を
含
む
)
・
各
種
共
済

組
合
の
組
合
員
の
被
扶
養
配
偶
者

l
l第
三
号
被
保

険
者
。

-
希
望
で
加
入
す
る
人
(
任
意
加
入
)

0
日
本
国
内
に
住
所
の
な
い
加
歳
以
上
回
歳
未
満
の

日
本
国
民
(
海
外
赴
任
者
な
ど
)。

0

日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
印
歳
以
上
回
歳
未
満
の

人
。

O
被
用
者
年
金
制
度
(
厚
生
年
金
な
ど
)
の
老
齢
(
退

職
)
年
金
の
受
給
権
者
。

O
昼
間
部
の
学
生
。

新
庁
舎
に
移
り
ま
す

-
七
月
に
「
富
山
丸
の
内
合
同
庁
舎
」
が
完
成
し
、

各
機
関
が
移
転
し
ま
す
。

A
V
北
陸
財
務
局
富
山
財
務
事
務
所
及
び
富
山
税
務
所

七
月
二
十
八
日
よ
り
業
務
開
始

-
富
山
労
働
基
準
監
督
署
八
月
一
日
よ
り
業
務
開
始

-
優
良
宅
地
取
得
資
金

県
、
ま
た
は
住
宅
供
給
公
社
が
造
成
し
た
住
宅
団

地
の
宅
地
を
購
入
さ
れ
る
方
へ
の
資
金
融
資
で
す

0

.
融
資
限
度
額

二
百
五
十
万
円

.
償
還
期
間

二
十
年
以
内

A
V
融
資
利
率

五
・
七
五
パ
ー
セ

ン
ト

-
住
み
よ
い
家

e

つ
く
り
資
金

雪
に
強

い
家
づ
く
り
、
住
み
よ
い
家
づ
く
り
の
お

手
伝

い
を
す
る
富
山
県
住
み
よ

い
家
づ
く
り
資
金
の

融
資
条
件
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
有
利
に
な
り
ま
し
た

0

.
融
資
限
度
額

新
築
三
百
二
十
万
円

改

良

二

百

万

円

A
V
償
還
期
間

新
築
二
十
年
以
内

改

良

十

年

以

内

av融
資
利
率

年
五
・
七
五
パ
ー
セ

ン
ト

※
住
宅
資
金
融
資
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
富
山
県
住

宅
供
給
公
社
(
宮

0
7
6
4
・
3
2
・
5
1
3
1
)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

試
験

-
消
防
設
備
士
試
験

・
種
類

甲
種
第
一
類
l
第
五
類

乙
種
第
一
類
i
第
七
類

.
願
書
受
付
期
間

七
月
十
五
日

ω
i二
十
二
日

ω

av
願
書
提
出
先

富
山
市
西
田
地
方
町
二
丁
目
十
三
番
一
号

富
山
県
防
災
セ
ン
タ
ー
内

(財
)
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
富
山
県
支
部
(
宮

0
7
6
4
・
9
1
・
5
5

6
5
)
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見てください

聞いてください

県広報

テレビ広報

・北日本放送

毎週日曜日 AM8:00-8:30 
「こんにちは富山県です」

.富山テレビ放送

毎週日曜日 AM9 :00-9:30 
110万人のひろば

ーク イズフォ ーカ スインー」

AM9: 30-9: 35 

ラジオ広報

.FMとやま

“ふれあいホ ッ トライ ン"

県内各地からホ ッ トな話題を

クリアなサウ ン ドでお とどけ

します

毎週月 一金曜日

新聞広報

・北日本、富山、読売、北陸中日

毎週第2土曜日

「県からのお知らせ」

毎月最終土曜日

「みんなの県政」

・朝日、毎日

毎月第2、最終土曜日

「県からのお知らせ」
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日 曜 場 所 時 間

3 木 入善町役場前 10:00-15:30 

5 土 富山駅前 1 0 ~ 00 -1 6 : 00 

高岡駅前 10:00-15:30 

6 日 黒部市メルシ一前 10 : 00 -15: 30 

10 木 城端町役場前 1 0 : 00 -15: 30 

11 金 地鉄上市駅前 9 :30-12:00 

富山駅前 1 3: 00 -15: 30 

12 土 富山駅前 1 0 : 00 -16: 00 

高岡駅前 1 0 : 00 -15: 30 

13 日 富山西武前 1 0: 00 -16: 00 

14 月 新湊市役所前 1 0 : 00 -15: 30 

17 木 小矢部市役所前 1 0 : 00 -15: 30 

19 土 富山駅前 1 0 : 00 -16: 00 

高岡駅前 1 0: 00 -15: 30 

20 日 富山市中央通り前 10:00-16:00 

26 土 富山駅前 10:00-16:00 

高岡駅前 1 0 : 00 -15: 30 

27 日 高岡駅前 10: 00 -15: 30 

昭和61年 7月街頭献血日程



お
た
よ
り

A~品、%、、 

.~;'今前倒~~
.;.~今VV そ~~(;;予
へわ込べ.~7f.~~~_;{i.'"

"':~~;t・:~~fJl(;;守げ
-l:ぞ沿，~~~~;t..(^... 

『
五
月
八
日
、
県
植
樹
祭
の

と
き
に
緑
の
少
年
団
が
花
の

種
を
付
け
て
飛
ば
し
た
風
船

OO[!!] [!ID圏直~@]瓦同園画

の
ゆ
く
え
は
|
|
』

八
日
午
後
、
畑
に
行
こ
う
と
し
て
ふ
と
見
上

げ
た
所
、
沢
の
木
の
上
に
赤
い
物
が
ふ
わ
/
¥
。

あ
わ
て
て
行
っ
て
み
た
。
5
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

木
の
枝
に
赤
い
風
船
が
初
夏
の
風
に
気
持
ち
良

さ
そ
う
に
ゆ
れ
て
い
た
。
主
人
を
呼
ん
で
や
っ

と
取
っ
た
。
で
も
風
船
は
パ
チ
ン
と
破
け
た
。

長
い
旅
に
疲
れ
た
の
だ
ろ
う
。
よ
く
ま
あ
富
山

か
ら
無
事
飛
ん
で
き
た
と
感
心
し
、
花
の
種
を

早
速
ま
い
た
。
花
の
大
好
き
な
私
に
拾
わ
れ
て

こ
の
種
幸
せ
。
庭
先
に
早
春
の
ク
ロ
ッ
カ
ス
か

ら
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
冬
は
玄
関
に
梅
、
切
れ
間

が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
富
山
の
植
樹
祭
、
私
達
と

同
じ
様
な
所
か
し
ら
。
こ
こ
は
四
方
山
に
固
ま

れ
杉
林
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
飛
ば
し
た
人
の
事

を
思
い
、
っ
た
な
い
ペ
ン
を
取
り
ま
し
た
。
大

切
に
育
て
ま
す
。
き
っ
と
き
れ
い
な
花
が
咲
き

ま
す
。
見
に
来
て
下
さ
い
。

長
野
県
戸
隠
村

五
月
晴
れ
の
八
日
、
加
工
ト
マ
ト
定
植
を
し

て
い
る
と
風
船
が
舞
い
落
ち
て
き
ま
し
た
。
見

る
と
、
春
車
菊
の
種
が
つ
い
て
い
ま
し
た
。
家

に
帰
り
ま
い
て
み
ま
し
た
。
き
っ
と
き
れ
い
な

お
花
が
咲
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

長
野
市
篠
ノ
井
南
沢
せ
つ
子

一
-
お
た
よ
り
く
だ
さ
い

一
県
民
の
皆
様
か
ら
の
意
見
、
提
言
な
ど
、
お
た
一

一
よ
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
富
山
県
に
つ
い
て
一

一
思
っ
て
い
る
こ
と
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
な
ん
で
一

一
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
ど
ん
ど
ん
お
寄
せ
下
さ
い
。

.

一
一
@
九
三

O

富
山
市
新
総
曲
輪
一
番
七
号
一

一

富

山

県

庁

広

報

課

一

.
「
広
報
と
や
ま
お
た
よ
り
」
係
ま
で

原
山
美
代
子

a~fJ指Jijji;j;'辺調凶・~1ll.F.J

.困りごと相談所

警察本部防犯少‘年課
包 (0764)33-8080

-覚せい剤・サラ金相談

警察本部生活保安課

ft(0764)41-8904 
-暴力団ゼロ 110番

警察本部捜査第二課

宮 (0764)42-0110
このほか各警察署でも受け

付けています。

-信長ま事司陶.. 1唖r~匝・

.消費生活センター

富山市安住町7-18
安住町第一生命ビル内

包 (0764)32-9233

-消費生活セ ンタ一高岡支所

高岡市本丸町7-1
本丸会館内

包 (0766)25-2777

-・・・・E呈.;~，・H・・E喧_.匹・・・・・・

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)
宮 (0766)21 9411 

魚津市新宿107(総合庁舎内)

宮 (0765)245311 

砺;皮市幸町17(総合庁舎内)

宮 (0763)335151 

富山市新総曲輔1-7(県庁内)

宮 (0764)314111附

31-3131 (県民電話)

-魚津地方県民相談室

-砺波地方県民相談室

.... 、
主

-高岡地方県民相談室

ー炎キ目民-県

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
企
幽
管
理
部
及
び
中

央
研
究
所
の
正
面
入
口
の
外
壁
は
、
キ
ラ
キ

ラ
輝
い
て
と
っ
て
も
き
れ
い
で
す
。
と
い
う

の
も
太
陽
の
光
の
状
態
で
色
が
変
化
す
る
特

殊
な
タ
イ
ル
が
貼
つ
で
あ
る
か
ら
な
ん
で
す

が
、
科
学
が
苦
手
な
私
に
は
、
そ
れ
が
ど
う

し
て
色
を
変
え
る
の
か
い
く
ら
説
明
さ
れ
て

も
わ
か
ら
な
い
。
と
う
と
う
セ
ン
タ
ー
の
人

に
も
愛
想
を
つ
か
さ
れ
、

「
あ
ん
た
あ
、

一
日
そ
こ
で
ボ
ケ
ー
と
見
と

ら
れ
、
そ
の
う
ち
わ
か
っ
ち
ゃ
U

ロuz=目

最
近
、
こ
の
「
広
報
と
や
ま
」
の
編
集
ス

タ
ッ
フ
は
そ
う
め
ん
づ
い
て
い
ま
す
。
先
月

は
上
市
大
岩
の
そ
う
め
ん
、
今
月
は
細
入
村

常
虹
の
滝
流
し
そ
う
め
ん
、
そ
の
う
ち
頭
の

中
ま
で
そ
う
め
ん
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
、
ち
ょ
っ
と
気
掛
リ
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
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後集編

先
月
蒔
い
た
コ
ス
モ
ス
の
種
、
し
っ
か
リ

元
気
に
芽
を
出
じ
ま
し
た
。
花
を
つ
け
る
の

は
ま
だ
当
分
先
で
す
。
待
ち
遠
し
い
な
あ
。

こ

こ

み

ず

は

の

め

の

か

み

詑
に
鎮
座
ま
し
ま
す
水
波
堤
女
神
は
す
代
よ
り
こ

の
処
に
天
然
の
夏
今
冬
湿
の
霊
水
を
与
え
給
う

郷
艮
は
飲
用
す
る
の
ほ
か
こ
の
清
列
な
湧
水
に
よ

り
紙
を
濃
き
て
業
と
せ
り

更
に
は
ι
人
難
を
鎮
め
給
う
あ
ら
た
か
な
る
御
霊
験
あ

り
て
郷
艮
は
円
み
の
水
神
様
と
あ
が
め
奉
り
て
脊

託
せ
り

す
き
こ
ろ
地
変
起
り
て
御
脊
神
を
下
流
へ
押
し
出
す

に
え
の
地
へ
帰
り
た
い
と
村
の
老
翁
の
夢
枕
に
止
ロ

こ
ぞ

げ
給
う
よ
っ
て
郷
民
挙
り
て
奉
迎
し
昇
び
泉
源

に
官
を
建
て
今
に
山
県
敬
し
来
る

平
村
の
中
江
の
霊
水
は
、
村
の
御
祭
神
「
水
波
廼
女

神
」
を
祭
っ
た
社
の
床
下
か
ら
湧
き
出
て
い
ま
す
。
地

元
で
は
「
水
神
様
の
水
」
と
呼
ば
れ
、
親
し
ま
れ
て
い

る
水
で
す
。
そ
し
て
毎
年
恒
例
の
春
と
秋
の
祭
礼
に
は

獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
、
地
域
住
民
が
総
出
で
参
拝
し
ま

す
。国

道
一
五
六
号
線
の
す
ぐ
脇
に
あ
る
中
江
の
霊
水
、

こ
れ
か
ら

一
層
暑
く
な
る
季
節
、
地
域
住
民
だ
け
で
な

く
通
り
す
が
り
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
喉
を
も
潤
し
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。



未
来
に

車
問

日
向

て

き
っ
か
け
は

小
さ
な
勇
気

ほ
ん
の
少
し
の

出
合
い
が
あ
り

思
い
き
り

ふ
れ
あ
い
が
あ
る

未
来
を
切
り
拓
き

未
知
な
る
も
の
へ
の
探
求

そ
し
て
創
造

自
由
で
責
任
あ
る
行
動
は

明
日
の
社
会
を
形
成
す
る

ー‘

人
か
ら
人
へ

心
か
ら
心
へ

青
年
が
活
発
に
躍
動
す
る
季
節

8
月、

り
の
日
で
あ
る

8
月

1
日
を
「
青
年
の
日
」

こ
の
日
か
ら

1
ヵ
月
間
を
行
動
推
進
期
間
と
す
る
こ

と
が
、
昭
和
印
年
ロ
月

5
日
に
開
催
さ
れ
た
富
山
県

青
少
年
問
題
協
議
会
(
国
際
青
年
年
富
山
県
推
進
会

議
)
に
お
い
て
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
青
年
の

日
は
、

1
9
8
5
年
の
国
際
青
年
年
を
契
機
に
、
そ

の
テ

i
マ
で
あ
る
「
参
加
・
開
発
・
平
和
」
の
精
神

が
将
来
に
向
け
て
確
実
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
、
す
べ
て
の
青
年
が
広
く
社
会
参
加
し
、

積
極
的
に
行
動
す
る
こ
と
を
喚
起
し
、
県
民
あ
げ
て

青
年
の
活
動
を
支
援
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
始
ま

タ」
lυ

、

期
待
を 日

め
て
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青
年
の
日
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
引
世
紀
の
と
や
ま
を
語
る
」
を
テ

l
マ
に
、
青
年
が
、
富
山
を
識
り
、
富
山
を
愛
し
、
豊
か
な
郷
土
富
山
の
発

展
の
展
望
を
語
り
、
そ
の
た
め
に
栗
た
す
べ
き
青
年
の
役
割
と
課
題
を
探
究
し
ま
す
。
参
加
下
さ
い
。

日
時

8
月
3
日
(
日
)
午
後

1
時
i

場
所
富
山
県
民
会
館

3
0
4
号
室

内
容

(
1
)
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
や
ま
の
若
者
は
今
。
青
年
太
鼓

(2)
基
調
講
演
「
引
世
紀
に
生
き
る
青
年
像
」

県広縁とやま

4 3 

パそシ
レのン
|他ポ
ドジ

青ウ
年ム
σ〉
日
言己
，晶、
I~、

啓
発
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